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0. セ試 新卒志願者の出願類型(鈴木の４分割)
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1. センター試験を利用する私大出願者
• 国公立・私大併願者 ＋ 私大専願者 ⇒ 多数派

2. 複数の私立大学・学部に出願可能
• 検定料 ＋ 申込手続き ⇒ 際限なく出願可能

3. 私大出願を考える２つの観点
• 何人が出願しているか？ ⇒ 既報

• いくつの大学・学部に出願しているか？
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1. 私立大学への複数出願の自由度

2.1 私立大学・短大の数とセ試利用



2.2 18歳人口の推移と予測 (2000-2025)

マイクロ・
ベビー・ブーム

平成20年代の10年間は

18歳人口は安定
・・・リーマン・ショック，東日本大震災

3.1a セ試による私大出願数の推移



H20(2008)年度： ダイナミックレンジが広いので・・・

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

相対的に少数ながらも 一定数 幅広く分布

H20(2008)年度： -対数表示- 30以下は安定的に生起

特異的
私大多数出願者
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散発的点在期
H20(2008)〜H23(2011)年度
特定地域への局在性は⾒られない
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H21(2009)年度

私大多数出願者の分布
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H22(2010)年度

私大多数出願者の分布
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H23(2011)年度

私大多数出願者の分布
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H23(2011)年度までは
私大多数出願者は散発的に点在
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H24(2012)年度

私大多数出願者の分布
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東日本大震災後の
検定料の免除措置
⇒ 多数出願 → 沈静化

被災地局在期
H24(2012)〜H27(2015)年度

東日本大震災の被災地域で
私大多数出願者が急増
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私大多数出願者の分布
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H26(2014)年度

私大多数出願者の分布
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H27(2015)年度

私大多数出願者の分布
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被災地域の多数出願は沈静化
単一の成績で多数出願しても

必ずしも有利にならない



平成24～27年度 大学入試センター試験
東日本大震災に係る検定料等免除者数 実績

試験年度 区分
被災状況①
（罹災）

被災状況②,③
（死亡・

行方不明）

被災状況④
（避難区域）

計

平成24年度 2,153 13 157 2,323

平成25年度 2,113 15 201 2,329

平成26年度 1,735 19 186 1,940

平成27年度 1,614 10 132 1,756

H26(2014)年度以降 減少傾向
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H28(2016)年度

私大多数出願者の分布
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誘因:大規模私⽴大学の
複数学部受験のセット売りディスカウント
インターネット出願による手続きの簡素化

膨張的拡大期
H28(2016)〜H29(2017)年度
首都圏で私大多数出願者が急増



H28(2016)年度 【東京】： 私大多数出願者が急増

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

H28(2016)年度 【千葉】： 男子で多数出願者が増加
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H29(2017)年度

私大多数出願者の分布
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首都圏以外の地域への拡大
大規模私⽴大学のブランディングのための

志願者数の順位争いが背後に

意図に反して狭き門に︕
結局 自分の首が絞まるのだが…

☆ ⾒かけの志願者増加︕ → 人気番付 上昇
☆ 競争倍率アップ︕ → 大学偏差値 上昇
☆ 実際の入学者は希少 → 経営には影響なし

大学のブランディングに好適

どこかに合格
できるかも!?

検定料:複数学部セット価格
手続き:ネットでお手軽簡単

受
験
心
理
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
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生
か
さ
れ
な
い
に
く
い
の
か
も
？



H29(2017)年度 【全国】： 「超」特異的多数出願者も輩出

超特異的
私大多数出願者

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

私大多数出願者の増大

H29(2017)年度
センター試験

熊本地震後 はじめて

災害被災者への
支援措置

膨張的拡大期の
多数出願の素地

「超」特異的
多数出願



都道府県別のセンター試験による私大出願者数
H20(2008)⇒H29(2017)年度

首都圏

中京圏

京阪神圏
福岡都市圏

大都市圏を中心に
全国で13%増加

でも...
よく⾒ると
減少して
いる県も

私大出願者数は10年で増えたのか？
H20(2008)⇒H29(2017)年度

増加は都市圏のみ

過半数の県で減少︕



北海道

青森

秋田 岩手

山形

宮城

福島

新潟

栃木群馬
茨城

埼玉

千葉
東京

神奈川

山梨

長野

富山

石川

福井

岐阜

愛知

静岡

滋賀

三重

京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山

鹿児島

鳥取島根

岡山
広島

山口

香川
徳島愛媛

高知

佐賀

福岡長崎

大分
熊本

宮崎

沖縄

H20(2008)-H29(2017)年度

センター試験での私大出願者の増減

増加地域

減少地域

18歳人口の減少が著しい地域では
私大出願者は既に減少局⾯に︕

18歳人口の減少類型とセ試の私大出願者の増減
H20(2008)⇒H29(2017)年度

維持微減型 緩慢減少型 漸次減少型 急峻減少型

私⼤出願者の増減率

18歳人口の
減少パターン



1. センター試験での私大多数出願
• 「特異的多数出願者」： 31件以上と定義

2. 東日本大震災の支援措置と多数出願
• H24（2012)から 被災地域で ⇒ 4年でほぼ終息

3. 首都圏地域での特異的な私大多数出願
• H28（2016)から急増 ⇒ 全国に拡大中

• 検定料値下げ・手続き簡素化が誘因

4. 私大出願者数の増減傾向の逆転現象
• 都市圏では増加 ⇔ 人口減少地域では減少局面
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5.1 セ試による私大出願のまとめ

H29(2017) :センター試験 28th

試行調査 I (H29.11)
H30(2018) :センター試験 29th 志願数最大

試行調査 II (H30.2) ・ III (H30.11)
H31(2019) :センター試験 30th 志願数減少

R02(2020): センター試験 31th (完) 志願数減少

R03(2021): 共通試験01 ← 今ここ！
30

H29 (2017) 以降の動向は？



ありがとうございました


